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【主な研究成果】
本研究ではマグネシウム合金AZ31押出材を用いて，接合面の粗さを変化させパルス通電接合(PECB:Pulsed Electric Current Bonding)を行い，接合力の影響について引張試験や引張試験後の破面観察など詳しい調査を行った．また、接合界面を横断した結晶粒が一体化しているのか結晶方位測定で解析を行った． そこで，以下の結果を得た．
1. 押出棒材は， 接合界面に微細結晶粒は確認されず，動的再結晶は生成されていなかった．
2. 接合面が粗くなるにつれて， 接合界面は押し出されたような形で歪んでおり，結晶粒が上下方向に凹凸していた．
3. IPF map測定結果より， 接合界面を横断しているように見られた結晶粒は，上下で異なった方位であったため一体化した結晶粒ではなかった．
4. 接合した試料の引張強度は，接合面の粗さ #600が 43.1 MPa最も 高い値を示した．
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【今後の展望】
　今回の研究結果から，接合界面を超えて一体化した結晶粒は確認されなかったが，接合による強度は確認されている．接合がどこでどのようにおこっているかを詳細に調査したい．
　また，AZ31材押出材と圧延材での接合の違いについて，差違があるのかを含め検討を加えたい．さらに，パルス通電の条件が接合に対してどのような影響を与えているかを明らかにするため，パルス条件の変更やホットプレス接合，拡散接合との比較検討を行いたい．

【具体的な成果】
　●学会発表：
・2022年度日本金属学会九州支部・日本鉄鋼協会九州支部・軽金属学会九州支部・合同学術講演会
・第107回軽金属学会九州支部例会
・第28回高専シンポジウム in 米子
　●国際会議発表：THE 1ST KOSEN RESEARCH INTERNATIONAL SYMPOSIUM
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